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短　報

看護系大学卒業・大学院修了後の進路選択のための
ディシジョンエイド開発
山本加奈子*　　青木　裕見　　小林　京子

Development of a Decision Aid for Career Choices after undergraduate and
graduate students in nursing programs at the university

Kanako YAMAMOTO*　　Yumi AOKI　　Kyoko KOBAYASHI

〔Abstract〕
　Recent surveys of nursing programs focusing on university graduates and postgraduate employment 
have reported that students do not have opinions about pursuing nursing and their motivation for 
applying does not match the hospitals’ aim. This suggests that students may be unable to decide the 
career option that best fits their values. It is necessary for students to know the career path they want 
to pursue based on their characteristics, and perform self-directed actions for successful decision-
making. For students, career decision-making is considered a difficult decision. The Ottawa Personal 
Decision Guide （OPDG） is designed to help with health-related or social decisions. It has been 
developed based on the decision-making theory. Using this guide, we might be able to support students 
in their career decision-making. This article reports the process of developing a decision aid to support 
undergraduate and graduate students in their career choices at St. Luke’s International University.
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〔要 旨〕
　近年の看護系大学卒業・大学院修了後の就職に関する状況調査では，学生がやりたい看護についての
自分の意見がない，志望動機が病院とマッチしていない等の結果が報告されている。これらは，看護系
大学卒業・大学院修了を控えた学生が，自分の価値観にあった進路選択が行えていない可能性を示唆し
ている。学生が，自分の進路について自己の特性を踏まえた上でやりたいことに向き合い，納得した進
路決定のための自律的な活動をサポートする必要性が高いと考える。学生にとっての進路選択の意思決
定は，難しい意思決定の 1 つと考えられる。「オタワ意思決定ガイド（個人用）」は，このような難しい
判断や健康関連・社会的意思決定のために設計され，意思決定理論に基づき開発されている。このガイ
ドを活用することで，学生の進路選択の意思決定をサポートすることができるのではないかと考えた。
本稿では，聖路加国際大学の学部生・学士編入生，大学院生の進路選択の支援のためのディシジョンエ
イド開発のプロセスを報告する。

〔キーワーズ〕進路選択，意思決定，ディシジョンエイド，看護系大学
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Ⅰ．はじめに

　日本では，看護師不足の解消や処遇の改善，専門性の
向上などを目標に掲げ，日本看護協会や厚生労働省によ
る取り組みが進められている1）。これにより，看護系大
学の新設が進み，学生数はここ10年ほどで1.5倍に増加
しているが2），就職先を病院とした場合，その採用人数
には増加はなく3）就職試験における競争率が上がってい
る。また，厚生労働省による，病床削減や病院機能分化
も進められ，地域特性に合わせた医療機関の編成や地域
在宅医療の促進もあり4），看護師の活躍の場は病院だけ
でなく多様となっている。さらに，助産師や保健師の資
格取得のためには，大学院教育等を受ける必要もあり看
護系大学を卒業した学生の進路選択は多彩である。
　近年の看護系大学学生の卒業・修了後の進路選択に関
する国内研究は見当たらないが，日本の大手人材・広告
企業が実施する看護職員の採用状況調査では，看護学生
が事前に病院情報を把握していないこと，やりたい看護
についての自分の意見がない，志望動機が病院とマッチ
していない，やりたいことと病院の機能がマッチしてい
ないという結果が報告されている3）。このことは，看護
系大学卒業・大学院修了を控えた学生が，自分の価値観
にあった進路選択が行えていない可能性を示唆してい
る。
　看護学生にとっての進路選択の意思決定は，難しい意
思決定の 1 つと考えられる。オタワ意思決定ガイド（個
人用）は，このような難しい判断や健康関連・社会的意
思決定のために設計され，意思決定理論に基づき開発さ
れている5）-7）。このガイドを活用することで，看護学生
の進路選択の意思決定をサポートすることができないか
と考えた。本稿では，聖路加国際大学の学部生・学士編
入生，大学院生の進路選択の支援のためのディシジョン
エイド開発のプロセスを報告する。

Ⅱ．聖路加国際大学学部生・学士編入生・大学院生
の進路支援の現状 
　聖路加国際大学では，学部生・学士編入生，大学院の
就職・進学のための専門的な支援センターがない。学生
に行われているサポートは，学生部より年 3 回学部生と
学士編入生を対象に大手人材・広告企業による病院就職
のためのガイダンスの機会を設けていることに加え，ア
ドバイザー教員や各領域の教員への個別相談，学生部・
学生課の相談窓口の設置がある。また，学内webなでし
こに「就職・進学・国試」のページを設け，就職・進学・
国試ガイドブックの紹介や，学生から寄せられた体験談
の紹介，求人情報などを掲載している。
　就職活動では法人内部就職の方針の変化があること
や，コロナ禍となり就職希望先のインターンシップのほ

とんどが中止され，学生が自分に合った就職先を検討す
るための情報が制限されている現状がある。さらに，就
職後 1 年以内に退職や休職となる学生の存在が少なくな
いことも本学の課題になっている。これらは，学生が自
分の進路について十分に検討ができていないこと，また
進路に関する意思決定の方法が理解できていない可能性
があることが要因と考えられる。一方で，大学院修了予
定者への進路支援では，学生の所属する領域ごとでの支
援が中心であり，学生の支援に関するニーズや満足度に
ついては不明確な部分が多い。
　また，学生を支援する教員も，進路支援の難しさや課
題を強く感じている。通常の大学業務である学生への教
育や研究活動のほかに，学生の進路支援に費やす時間と
労力は年々増している。学生が，自分の進路について自
己の特性を踏まえた上で，やりたいことに向き合い，納
得した進路決定のための自律的な活動をサポートする必
要性は高い。

Ⅲ．進路選択のためのディシジョンエイドの開発

1 ．�進路選択のディシジョンエイド開発のための課題と
取り組みの目標

　多くの学生は自分の進路に関して，将来働きたい病
院・部署，大学などに関連したメリットのみに注目する
傾向にあり，デメリットを含めた情報収集と検討が行え
ていない。また，自分の価値観や健康課題がある時など
に健康状態とのバランスの取れた将来像を検討すること
が苦手で，表面的な価値観によって進路を決定した結果，
就職活動がスムーズでない，就職後に困難を抱えるなど
が生じている可能性がある。また，十分に自己に向き合
わずにいることが，進路決定に対する納得を伴った自律
的な活動を阻害していると考える。
　これらの課題を解決するために，進路支援のディシ
ジョンエイドを開発することで以下の 3 つが期待できる
と考えた。
1.� 聖路加国際大学の学部 3 年生と学士編入 3 年生，大学

院生の進路選択のための支援ツールが開発され，学生
が主体的に進路選択の活動を行える。

2.� 本学独自の進路選択のための支援ツールが開発され，
学生に提供されることで学生の就職・進学支援への満
足度が向上する。

3.� 進路選択のための支援ツールが開発されることで，教
職員の進路支援に関する負担が軽減される。

2 ．進路選択のディシジョンエイド開発のプロセス
1）ディシジョンエイド
　ディシジョンエイドとは，元々，患者の価値観に沿っ
た意思決定を効果的に支援するために，1990年代から欧
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米で開発が進められてきたツールである。必要な意思決
定を明確にし，選択肢と結果に関する情報を提供し，個
人の価値観を明確にすることによって対象者本人が意思
決定に関与することを支援するものである8）。ディシ
ジョンエイドが必要になるのは，十分に情報がなければ
決められない場合や，何を大切にするか熟考しなければ
答えが出せないような難しい意思決定である9）。ディシ
ジョンエイドの目的は，意思決定の質を向上させること
である。このためには，十分な情報を得ることと自分の
価値観を明確にすることが必要になり，これにより納得
した意思決定につながる。ディシジョンエイドの使用に
より，意思決定の葛藤が減ることや意思決定への満足度
が向上すること，意思決定のプロセスに満足しやすいこ
となどがすでに明らかになっている10）。
　ディシジョンエイドの特徴には，選択肢を並べてそれ
ぞれの長所や短所を比較する一覧表を自分で作成し，選
択肢における価値観を明確にしていくプロセスがある。
長所だけでなく短所も評価し，選択肢に優先度をつけて
いくことで，選択の決定を支援する。

2 ）開発のベースとしたツール
　進路選択のためのディシジョンエイドは，Ottawa 
Personal Decision Guide For People Making Health or 
Social Decisionの日本語版をベースに開発を進めた6），7）。
このツールは，健康関連または社会的意思決定のために
設計され，主に 4 つのステップで構成されている。
STEP1：決定することを明確にする
STEP2：ニーズの探求（知識，価値観，サポート）
STEP3：意思決定の必要性を特定する
STEP4：ニーズに基づき，次のステップを計画する

3 ）進路選択のディシジョンエイドの構成
　進路選択のためのディシジョンエイドの構成を表 1
に示す。タイトルを「進路選択ガイド -私らしい将来の
意思決定-」とした。進路選択のディシジョンエイドは

表 1　進路選択のディシジョンエイドの構成

 

式形数ジーペ目項

む読4方い使のドイエンョジシィデ

STEP1

む読1る知を法方のめたるめ決てし得納　

く書・む読1スセロプの後了終・業卒　

    決めるべきことを明らかにしましょう 1 書く

STEP2_選択肢について知る

む読3ていつに職就　

　就職について_価値観を明らかにしましょう 1 書く

む読2ていつに学進　

　進学について_価値観を明らかにしましょう 1 書く

む読1く働で外海・るす学留　

STEP3_決めるべきことを検討しましょう 2 書く

く書1トーポサの定決思意＿４PETS

　決めるにあたって必要なことを確認しましょう 1 書く

STEP5_必要に応じて次のステップを考えましょう 2 読む・書く

く書1るめ決

合計28ページあり，読んだり書き込んだりしながら使用
する構成とした。また，このガイドは一人で使用するだ
けでなく，学生が友人や家族と使用したり，教員との相
談で使用したりすることもできるように設計した。開発
したディシジョンエイドの内容の一部を図1-5に示す。

図 1　進路選択のディシジョンエイド（STEP1）

59山本他：進路選択のためのディシジョンエイド開発



図 2　進路選択のディシジョンエイド（STEP2_就職の例）

 

図 4　進路選択のディシジョンエイド（STEP3）

図 3　進路選択のディシジョンエイド（STEP2_進学の例）
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図 5　進路選択のディシジョンエイド（STEP5）

4 ）進路選択のディシジョンエイドの試作版の活用例
　ディシジョンエイドの作成においては，当事者の参加
が重要と言われている7）。このため，試作版の進路選択
のディシジョンエイドは，実際に進路選択を終えた学部
生・学士編入生，大学院生と学生を支援する教職員に協
力してもらい，わかりやすさや有用性を評価してもらう
ことで内容の洗練を図る必要がある。また，このプロセ
スを経て，進路選択のディシジョンエイドをさらに改訂
させた上で，24年度就職予定学生が試用できることを目
指している。
　進路選択のディシジョンエイドの活用例を図 6 に示
す。

Ⅳ．進路選択のディシジョンエイドの活用により期
待される効果と今後の課題
　進路選択のディシジョンエイドを使用することで，学
生が選択肢を並べて，それぞれの長所や短所を比較する
作業がうまれる。これまで行われていたようなガイダン
スや教員による選択肢の特徴を口頭や文章で順番に説明
する形では，同異点が比較しにくく，学生が自分の価値
観にあった選択肢の比較が難しかった。しかし，進路選
択のディシジョンエイドを用いることで，学生が自分で
挙げた選択肢について，それぞれの長所や短所を自分の
価値観に合わせて比較できることで，価値観の明確化に
つながり納得した意思決定につなげられることが期待で

きる。将来的には，進路選択のディシジョンエイドを活
用して進路決定した卒業生や修了生が，進路選択に満足
し，自らのキャリアを主体的に開発していくことができ
るように支援を行うことが求められる。以下に，目標と
する短期効果と長期効果を示す。
（短期効果）

1 ．進路選択に関する学生の主体性の向上
2 ．進路選択を行う学生が自律的に意思決定できる
3 ．学生の進路選択に関する意思決定への満足度の向上
4 ．進路支援を行う教職員の負担（時間，労力）の軽減
（長期効果）

1 ．決定した進路先での満足度が高い
2 ．決定した進路先での離職率の低下（特に就職 1 年以
内の離職）

　進路選択のディシジョンエイドは，学生が自分の価値
観を明確にしたり，選択肢を比較検討したりすることに
役立つツールではあるが，これだけでは十分な学生支援
にはならないとも考えている。学生にとって，将来の進
路選択は重要な意思決定であるがゆえに，自己分析の結
果に反してでも自分の希望する就職先や進学先にチャレ
ンジしたいという思いがあることや，必ずしも自分が希
望する就職先や進学先に決定しないことも少なくない。
どの進路に決定しても，学生にとって後悔が残らない進
路選択の仕方ができることを支援すると同時に，就職・
進学活動の充実のための支援センターの設置も検討が求
められる。
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図 6　進路選択のディシジョンエイドの試用例
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